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Lesson１ 

☆ 前回の be 動詞の復習 

・次の主語に合う be 動詞を答えてください。 

① I 

② You 

③ She 

④ That 

 

  ・次の日本文で be 動詞を使うものを選んで、英文に直してください。(3 個) 

① 私は太郎です。 

② あなたは朝ご飯を食べますか？ 

③ こちらはメアリーではありません。 

④ あなたは幸せですか？ 

⑤ 彼はご飯を食べています。 

 

☆ be 動詞の短縮形 

 英語は単語と単語をつなげて短縮することがあります。 

 話すときにはほとんど短縮形を使うので、短縮形をしっかり把握しておきましょう。 

 

・肯定分の短縮形 

          I am → I‘ｍ 

      you are → You’re 

     it is → it’s 

 

   ・否定文の短縮形 

      I am not → I‘ｍ not 

          you are not → you’re not (主流：not を強調)  （you aren’t） 

          he/she/this/that is not → he/she/this/that isn’t 



     

  (例題) 次の日本語を be 動詞の短縮形を使って英文にしてみよう。 

１. 私はメアリーではありません。 

 

     ２．あなたは先生ではありません。 

 

     ３．この本は机の上にありません。 

 

 

 

☆ 前回の be 動詞の学習に付け加えがあります 

 

  【単数】 (前回習った主語)           【複数】 

    I   (私)            we  (私たち) 

    you    (あなた)                    you   (あなたたち)       

        he、she、this、that                 they、these、those   (彼ら、それら、あれら) 

                                               ↓ be 動詞は何になる？ 

                     全部 are ！！！！   

         

  (例文) 

   １．We are Japanese. 

 

   ２．They are cats. 

 

 

 



Lesson２ 【冠詞】a/an/the 

 冠詞とは？ 

  名詞の前について、その名詞が「特定のもの」または「特定できないもの」かを示す。 

   

  the 特定のもの 

① 後に続く名詞が、話し手も聞き手も特定できるときに使う。 

② 1 つしか存在しないものにつける。 

 (例) the sun、the sea、the sky 

   

 a/an 特定できないもの、いくつもある中の 1 つ 

     後に続く名詞が、聞き手には特定できないときに使う。 

☆ a/an の区別 

 a ：発音が子音で始まる名詞につく 

      (例)  a cat 、a teacher、a book 

 an：発音が母音(a、i、u、e、o)で始まる単語につく 

      (例) an apple、an egg、an onion 

 

a/an                                the 

 

 

 

 

 

 

 

 



Lesson3  【英文法】一般動詞 

  一般動詞① 

    be 動詞以外の動詞。「～する」という意味になる。 

    be 動詞と同じで、文の中では主語の後ろに来る。主語＋一般動詞＋・・・ という形。 

  

 

go［行く］      come［来る］             eat［食べる］ 

have［持っている］  know［知っている］ 

like［好きだ］     live［住んでいる、暮らす］ 

love［大好きだ］   play［する］ 

sleep［眠る］    study［勉強する］ 

speak［話す］       take［（写真を）とる］ 

want［ほしい］     watch［見る、観察する］ 

 

       (例文) 

１，私は猫が好きです。 

 

２，私は勉強をします。 

 

３，You sleep well. 

 

４，I watch the TV. 

 

 

 

 

 

 



一般動詞② 

        一般動詞の文章を否定文にするときは、主語のすぐ後ろに don’t (do not) を入れる。 

(主語が、I、you、複数形のとき) 

            I like Mary. (肯定文) → I don’t like Mary. (否定文) 

 

  (例文) 

  １．I don‘t know. 

 

  ２．You don’t speak English. 

 

  ３．私はみかんを食べません。 

 

  ４．私たちはお金を持っていません。 

 

 

一般動詞③ 

 一般動詞の文章を疑問文にするときは、Do を文の先頭に出す。 

 (主語が、I、you、複数形のとき) 

              You speak English. (肯定文) → Do you speak English ? (疑問文) 

     

 

 (例文) 

１．あなたは卵を食べますか？ 

 

２．彼らはテニスが好きですか？ 

 

 

 

 


